
提

出

者

川

内

博

史

平
成
十
七
年
十
月
二
十
七
日
提
出

質

問

第

三

五

号

私
的
録
音
録
画
補
償
金
制
度
の
改
正
論
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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私
的
録
音
録
画
補
償
金
制
度
の
改
正
論
議
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
法
制
問
題
小
委
員
会
（
以
下
、
「
法
制
問
題
小
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
い
わ

ゆ
る
私
的
録
音
録
画
補
償
金
制
度
（
以
下
、
「
補
償
金
制
度
」
と
い
う
。
）
の
改
正
を
巡
る
論
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
補
償
金
制
度
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
制
度
強
化
・
適
用
範
囲
の
拡
大
を
求
め
る
著
作
権
者
及
び
著
作
隣
接
権
者
等
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
団
体
等
（
以
下
「
権
利
者
団
体
等
」
と
い
う
。
）
の
主
張
の
み
に
偏
す
る
こ
と
無
く
様
々
な
立
場
の
者
か
ら

意
見
を
聴
取
す
る
と
共
に
、
補
償
金
制
度
の
改
正
を
求
め
て
い
る
著
作
権
者
及
び
著
作
隣
接
権
者
等
が
私
的
録
音
に
よ
り
深
刻

な
被
害
を
受
け
て
い
る
実
態
が
存
在
す
る
の
か
を
綿
密
か
つ
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
、
社
団
法
人
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
（
以
下
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
」
と
い
う
。
）
を
始
め
と
す
る
権
利
者
団
体
等
は
株

式
会
社
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
以
下
「
ア
ッ
プ
ル
」
と
い
う
。
）
が
発
売
し
て
い
る
「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
」
に
代
表
さ
れ
る

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
型
も
し
く
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
型
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
（
以
下
「
Ｈ
Ｄ
Ｄ
型
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
」
と
い

う
。
）
を
補
償
金
の
対
象
と
す
る
よ
う
政
令
で
指
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
日
本
経
済
新
聞
の
本
年
八
月
二
十
二
日

付
紙
面
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
よ
る
と
「
今
年
春
、
文
化
庁
の
政
策
担
当
者
」
が
次
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
た
と
報
じ
ら
れ

一



て
い
る
。

「
ア
ッ
プ
ル
さ
ん
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
で
絶
好
調
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
補
償
金
、
覚
悟
し
て
く
だ
さ
い
」
。

こ
の
発
言
を
行
っ
た
「
政
策
担
当
者
」
は
明
ら
か
に
「
文
化
庁
の
政
策
担
当
者
」
と
い
う
公
的
な
肩
書
き
を
背
景
に
発
言

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
当
該
「
政
策
担
当
者
」
の
私
的
な
見
解
を
表
明
し
た
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の
発
言
を
始
め
と
す
る
文
化
庁
長
官
官
房
著
作
権
課
（
以
下
「
著
作
権
課
」
と
い
う
。
）
の
姿
勢
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

�
）

こ
の
発
言
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
当
該
「
政
策
担
当
者
」
は
明
ら
か
に
補
償
金
の
対
象
拡
大
を
要
求
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ

Ｒ
Ａ
Ｃ
等
の
権
利
者
団
体
等
に
偏
重
し
た
姿
勢
を
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
ア
ッ
プ
ル
に
対
し
て
表
明
し
た
も
の
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
が
、
「
政
策
担
当
者
」
の
こ
の
よ
う
な
行
動
は
日
本
国
憲
法
第
十
五
条
第
二
項
「
す
べ
て
公
務
員
は
、

全
体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
。
」
の
規
定
に
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
当
該

「
政
策
担
当
者
」
に
は
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
八
月
十
三
日
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
三
条
に
お
け
る

「
職
員
は
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
国
民
の
一
部
に
対
し
て
の
み
の
奉
仕
者
で
は
な
い
こ
と
」
の
自
覚
が
著
し

く
欠
如
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

�
）

本
年
八
月
三
日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
も
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
年
七
月
二
十
八
日
に
開

二



催
さ
れ
た
法
制
問
題
小
委
員
会
に
お
い
て
新
任
の
著
作
権
課
長
が
「
も
ち
ろ
ん
こ
の
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
律
に

制
度
が
立
て
ら
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
必
要
な
指
定
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
中
村
委
員
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
と
お
り
、
そ
の
委
任
を
受
け
て
内
閣
に
お
い
て
決
め
る
べ
き
も
の
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
て
、
行

政
で
あ
り
ま
す
内
閣
が
粛
々
と
決
め
る
べ
き
も
の
か
と
い
う
ふ
う
に
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
」
と
、
法
制

問
題
小
委
員
会
に
お
い
て
権
利
者
団
体
等
の
要
求
通
り
の
結
論
が
出
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
文
化
庁
が
独
断
で
Ｈ
Ｄ
Ｄ

型
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
補
償
金
の
対
象
に
追
加
す
る
趣
旨
の
政
令
改
正
を
閣
議
に
諮
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
と
も
取
れ
る

発
言
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
一
部
で
批
判
が
出
て
い
る
が
、
著
作
権
分
科
会
或
い
は
法
制
問
題
小
委
員
会
の
結
論
と

は
別
に
文
化
庁
が
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
改
め
て
政
府
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
か
か
る
意
図
が
無
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
当
該
発
言
が
政
策
責
任
者
の
発
言
と
し
て
は
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
の
あ
る
不
適
切
な
発
言
で
あ
っ
た
こ

と
は
認
め
る
の
か
。

二

本
年
九
月
八
日
よ
り
十
月
七
日
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
『
「
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
法
制
問
題
小
委
員
会
審
議
の
経

過
」
に
対
す
る
意
見
募
集
』
（
以
下
「
当
該
意
見
募
集
」
と
い
う
。
）
の
募
集
要
項
に
は
「
な
お
、
本
意
見
募
集
の
趣
旨

は
、
本
小
委
員
会
に
お
け
る
検
討
を
行
う
際
に
有
益
な
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
あ
り
、
個
別
の
論
点
に
係
る
賛
否
の
数
を
問

三



う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
い
た
だ
い
た
御
意
見
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
本
小
委
員
会
に
付

し
、
個
別
の
項
目
に
係
る
意
見
提
出
数
の
集
計
・
公
表
は
特
段
い
た
し
ま
せ
ん
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
九
月
三
十
日

開
催
の
第
八
回
法
制
問
題
小
委
員
会
の
冒
頭
で
Ｈ
Ｄ
Ｄ
型
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
補
償
金
の
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
の
賛
否
な
い

し
補
償
金
制
度
そ
の
も
の
の
是
非
に
つ
い
て
「
中
間
報
告
」
と
称
し
て
賛
否
の
数
値
が
公
表
さ
れ
た
と
一
部
で
報
道
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
「
中
間
報
告
」
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

�
）

こ
の
「
中
間
報
告
」
は
著
作
権
分
科
会
事
務
局
（
以
下
「
事
務
局
」
と
い
う
。
）
の
判
断
で
行
っ
た
も
の
な
の
か
。

或
い
は
、
特
定
の
法
制
問
題
小
委
員
会
委
員
や
権
利
者
団
体
等
の
利
害
関
係
者
が
要
求
し
て
公
表
し
た
も
の
な
の
か
。

�
）

募
集
要
項
の
記
述
に
反
し
て
賛
否
の
数
値
を
中
途
で
公
表
す
る
こ
と
は
募
集
要
項
の
記
述
を
信
用
し
て
意
見
を
提
出

し
た
一
般
国
民
に
不
信
感
を
抱
か
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。
ま
た
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
型
プ
レ
ー

ヤ
ー
等
の
追
加
指
定
に
反
対
す
る
意
見
が
賛
成
す
る
意
見
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
途
中
経
過
を
公
表
す
る
こ
と
は
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
等
の
権
利
者
団
体
等
に
組
織
的
な
賛
成
意
見
の
動
員
を
勧
奨
す
る
行
為
と
取
ら
れ
る
お
そ
れ
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

四



三

本
年
七
月
二
十
八
日
、
カ
ナ
ダ
の
最
高
裁
判
所
は
Ｈ
Ｄ
Ｄ
型
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
を
補
償
金
の
対
象
に
追
加
す
る
同
国
著
作
権

委
員
会
の
政
令
を
無
効
と
す
る
控
訴
裁
判
決
の
上
訴
を
棄
却
し
た
が
、
我
が
国
と
同
じ
文
学
的
及
び
美
術
的
著
作
物
の
保
護

に
関
す
る
ベ
ル
ヌ
条
約
（
以
下
「
ベ
ル
ヌ
条
約
」
と
い
う
。
）
加
盟
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
司
法
判
断
が

下
さ
れ
た
こ
と
は
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
を
始
め
と
す
る
権
利
者
団
体
等
が
同
日
、
記
者
会
見
を
開
き
報
道
機
関
に
配
布
し
た
資

料
に
「
必
要
な
政
令
指
定
を
行
わ
な
い
の
は
、
我
が
国
著
作
権
制
度
の
危
機
で
あ
り
、
明
確
な
る
ベ
ル
ヌ
条
約
、
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ

著
作
権
条
約
違
反
」
と
あ
る
記
述
が
全
く
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

五


